
HGPscanServPlus PDFデータ抽出オプション
レイアウトを自動解析、指定エリアのテキストデータをCSVに抽出

■特徴
注文書、請求書などの帳票PDFからテキストをCSV形式で抽出。
対象PDFをフォルダ投入するだけでシステムが自動検知、PDFの必要箇所のテキストをCSVファイルに出力します。
出力されたCSVファイルは、ご利用の業務システムなどへ、インポートやRPAを使用して連携させることも可能です。

「デジタルトランスフォーメーション」の推進、「働き

方改革関連法」の施行、就労人口の減少、熟練担当者の

高齢化など、業務効率化や自動化の必要性が年々高まっ

ています。

しかし、どのように対策すればよいか、効果的な手法を

見つけられずお悩みの企業が多いのが現状ではないで

しょうか。特に、注文書や請求書といったバックオフィ

ス業務で扱う大量の書類の入力業務を効率化手法は、

OCRを検討することが一般的ですが、その認識精度の

限界から、必ずしも効率的とは言えない面もあります。

PDFデータ抽出オプションは、これからの電子文書での

取引に対応し、お客様のバックオフィス業務の自動化を

実現するソリューションです。

テキストデータをそのまま抽出す
るため、OCRのような誤認識があ
りません

OCRとは異なり、誤認識なし

CSVを取り込み可能な業務システ
ムであればインポートしたり、
RPAで自動転記することができま
す

RPA、業務システムとの連携

必要項目だけCSV出力する事で、
入力データの修正加工作業を
大幅削減

PDFから指定項目だけをCSV出力

他の弊社製品と組み合わせて、
電子署名、タイムスタンプ付与も
可能

タイムスタンプで電帳法に対応

取引先ごとに異なるレイアウトも
自動解析して必要な情報を抽出

複雑なレイアウトも自動解析

データの抽出・加工・連携におけ
る課題を早期解決！
DXによる業務効率化を実現

高機能でも簡単構築、シンプルな操作性



開発・販売元

株式会社 ハイパーギア
〒162-0846
東京都新宿区市谷左内町21番地 市谷山上ビル3F
TEL 03-5225-7531
FAX 03-5225-6512

記載事項は予告なく変更になる場合があります。ご発注の際はご確認ください。

お問い合わせは当社へ

処理ページ数 年間費用

1,200（月間100ページ） 60,000円

6,000（月間500ページ） 180,000円

12,000（月間1,000ページ） 360,000円

・記載の社名、ロゴマーク、および商品名等は、それぞれ各社の商標、登録商標です。 （カタログ記載の金額は、全て税別です）

製品仕様・価格

PDF処理を自動化する多彩な機能を搭載。帳票毎にレイアウトを自動認識します。

■価格
・HGPscanServPlus  ： 600,000円
・PDFデータ抽出オプション ： 従量課金制（年間契約）※右記参照

※帳票自動認識パターン数は最大20まで。
※上記以上の処理ページ数をご希望の場合は個別見積です。
弊社営業までご相談ください。

■帳票レイアウト自動学習機能（注⽂書/請求書のみ対応）

・自動解析したレイアウト情報は学習データとして記録し、

同じレイアウトに新しい項目があれば、追加更新します。

・登録時には無かったレコードは自動追加され、CSV出力されます。

■帳票レイアウト自動認識機能（注⽂書/請求書のみ対応）

・注文書、請求書はテンプレートを搭載しており、

一般的な項目であればレイアウトの登録が不要で自動認識が可能です。

■テキストデータ抽出機能

・アプリPDF※のテキストデータを抽出し、CSVに出力します。

・単一ページ、複数ページも対応し、表紙＋明細表ページが

連続する帳票にも対応しています。

■設定編集

・学習データは設定画面で確認、編集することができます。

・対象帳票をサムネイルで表示、テキスト抽出領域を

マウス操作で簡単に設定・変更することができます。

・出力するCSVの項目順は任意に設定することができます。

・注文書、請求書以外の、一般帳票の抽出項目設定を

登録できます。

※上記以外のHGPscanServPlusおよびそのオプションの機能を利用する場合は、複数のJOB（処理設定）を連結して実行する必要があります。

※HGPscanServPlusのサポート保守加入が必須です。（サポート価格：90,000円/年）
※PDFデータ抽出オプションのサポート保守費用は年間契約内に含まれております。

※アプリPDF：
電子文書作成アプリケーションや業務システムなどのプログラムで作成した
テキストデータを持ったPDFファイル。
紙をスキャンして生成されたPDFは、OCR等でテキスト情報を保持していても
処理対象外です。
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